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私は登美丘高校に入学する前、学校は好きではありませんでした。そのため、高校生活にもそこまで期待を持つことはできずに

いたのです。 

しかし、登美丘高校の入学式当日からそれまでの私の学校のイメージは変わりました。登美丘高校では生徒みんながのびの

びしていて、楽しいことは全力で楽しみ、勉強も頑張り、先生も一緒に行事を楽しんでいました。 

そんな高校に入って、私もどんどん学校が好きになり、夏休み等の長期休暇で学校に来られなくなることが寂しいと思うほどに

なりました。大学生になり、就職して社会人になっても、高校時代が人生で一番楽しかったなと今でも思います。 

私が教職という職業に就きたいと思ったのはまさに高校生のときで、登美丘高校の生徒でなければ今この場にはいなかったかも

しれません。とは言いつつ、大学を卒業後は一度民間企業に就職したり、その後中学校や私学高校で講師をしたりと、教員

採用試験を受けたのはしばらく後になりました。でも、決してその選択に後悔はありません。いろいろなことに挑戦して、いろいろ

な経験をしてみたい、と前向きな気持ちを持つことができたのは、やはり高校生の頃の経験が大きいと思います。 

１００周年という大きな節目を迎える登美丘高校ですが、これから先何年もたくさんの生徒たちの笑顔を見られるように、私も

教員としてお手伝いしていきたいと思っています。 
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２００４年３月 登美丘高校卒業 
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